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１ 創立 120 周年記念事業実行委員会について 
 

（１） 横浜市立本町小学校創立１２０周年記念事業実行委員会 規約 

 

（名称） 
第 1 条 本会の名称は、「横浜市立本町小学校創立１２０周年記念事業実行委員会（以下、「１２０周年実行委員

会」という。）と称する。 

 

（所在地） 

第 2 条 本会を、横浜市立本町小学校（横浜市中区花咲町 3 丁目 86）に置く。 

 

（目的） 

第 3 条 本会は、横浜市立本町小学校の設立 120 周年記念事業を推進し、本町小学校の学校教育活動及び

地域連携を図ることを目的とする。 

 

（方針） 

第 4 条 本会の方針は、次のとおりとする。  

（1） 記念事業の主体は本町小学校児童であり、在籍児童のみならず今後本町小学校の教育効果、教育環

境に有益な内容であることとする。 

（2）１２０周年実行委員会が企画、運営する事業は、教育奨励会及びＰＴＡの事業とは別とすることを原則と

するが、相互の協力を妨げるものではない。 

  

（事業） 

第 5 条 本会は、第 3 条の目的を達成するため次の事業を行う。 

1.  記念式典の挙行 

2.  主たる記念事業の実施 

3.  祝賀行事としての懇親会の開催 

4.  記念誌の発行 

5.  記念行事に関わる募金活動 

6.  その他、必要とする事業 

 

（役員） 

第 6 条 本会には、次の役員を置く。 

実行委員長        １名 

実行副委員長 ４名 

実行委員（記念行事）２名  実行委員（記念誌）6 名  実行委員（記念品）2 名 

事務局           ２名       

会計   ２名 

会計監査   ２名 

顧問             ５名   

 

（選出） 

第７条 実行委員長は、学校長、本町小学校教育奨励会会長及び本町小学校ＰＴＡ会長の協議により推薦・指

名し、学校運営協議会の承認を得る。 

   2 実行副委員長のうち、1 名は本町小学校学校長とし、実行委員長が委嘱するものとする。 

3 実行副委員長、各種実行委員会の長、会計及び監査は、実行委員長が委嘱するものとする。ただし、学

校職員から選出する場合は学校長が委嘱する。 

4  顧問は学校運営協議会員委員から選出し、実行委員長から委嘱する。 

 

 

 



2 
 

 

（任期） 

第 8 条 実行委員長は、学校運営協議会の承認後から本会の解散の時までとする。 

   2 実行副委員長、各種委員会の長、会計、会計監査及び顧問は、第 1 回実行委員会から本会の解散の時

までとする。 

   3 役員に異動があった場合は改めて委嘱するものとする。 

 

（役員の任務） 

第 9 条 実行委員長は本会を統括する。 

   2 実行副委員長は実行委員長を補佐し、実行委員長に事故のある時はその任務を遂行する。 

   3 各種実行委員は各事業の業務を行う。 

   4 事務局は、この活動に関する事項の記録、庶務を行う。 

   ５ 会計は本会の会計を掌る。 

   ６ 会計監査は本会の会計の監査を行う。 

   ７ 顧問は、本会の運営全般にわたり、必要に応じて指導助言する。  

  

（実行委員会） 

第 10 条 実行委員会は、必要に応じて実行委員長が招集して開催し、次の事項を審議決定する。 

（1） 規約の制定及び改廃 

（2） 役員の選出 

（3） 記念事業の計画及び予算 

（4） 記念事業の報告及び決算 

（5） その他記念事業に必要な事項 

2 本会の円滑な事業推進のために、実行副委員長は、必要に応じて実行委員を招集して企画・提案事

項について審議する。 

3 委員会の決議事項は、出席者の過半数を持って決する。 

 

（運営） 

第 11 条 諸問題が発生した場合は、随時実行委員会を開催して審議を行い、その議事は出席者の過半数の同

意を持って決する。 

 

（予算及び会計） 

第 12 条 本会の事業に要する経費は、平成 29 年度（みなとみらい本町小学校設立の前年度）までの教育奨

励会積立金及び協賛金を充て、120 周年実行委員会の独立した会計とする。 

2 本会の会計は、120 周年実行委員会の設立の日に始まり、実行委員会解散の日に終わる。 

 

（事業の終了） 

第 13 条 本会はその目的を達成した時に解散する。 

 

（余剰金及び残余財産の処分） 

第 14 条 会計に余剰金が生じたときは、後の周年行事等の基金として本町小学校 PTA 周年事業積立金に移

管するものとする。 

    2 解散時の残余財産は、特定非営利活動促進法第 11 条第 3 項に基づき、本会の目的に最も近しい非

営利団体や教育機関に寄贈する。 
 

（附則） 

  本規約は１２０周年実行委員会の設立の日（令和 5 年 9 月 8 日）から施行する。 
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（２）１２０周年実行委員会開催と記録 

開催月日 名称 内容 

令和５年 

 ７月１４日（金） 

（準備委員会） 実行委員会の発足、実行委員の推薦 

実行委員長の選出について 

 ８月２１日（月） （準備委員会） 正・副委員長依頼（推薦→内諾） 
事業の方向性の共有 

 ９月 ８日（金） （学校運営協議会） 実行委員長、副委員長の承認 

事業目的・方針・内容の承認 

１０月２４日（火） 第１回実行委員会 実行委員顔合わせ 

事業目的・方針の検討 

委員候補の選出依頼 

令和６年 

２月１６日（金） 

第２回実行委員会 各担当の進捗状況確認 

事業スケジュールの検討 

 ４月１１日（木） 創立記念式 １２０周年イヤー開幕宣言 

４月１９日（金） 第３回実行委員会 実行委員の編成 

事業進捗の共有 

スケジュールの確認 

 ５月１１日（土） （学校運営協議会） 事業内容・スケジュールの承認 

 ５月２５日（土） ふれあい本町大運動会  

 ５月３０日（木） （事業） 航空写真撮影 

 ７月２２日（月） 第４回実行委員会 事業進捗の共有 

スケジュールの確認 

全教職員が部門に分かれて討議 

１０月 ４日（金） （事業） 記念品「バンダナ」児童配付 

１０月１８日（金） 第５回実行委員会 事業内容の進捗の共有 

クラウドファンディング実施について討議 

記念行事（祝う式、記念式要項） 

祝賀会について（予算・経費）討議 

１１月 １日（金） 第６回実行委員会 クラウドファンディング実施にあたって共有（実行委

員会） 

１１月１５日（金） 第７回実行委員会 クラウドファンディング実施にあたって共有（教職員） 

１１月３０日（土） 本町フェスティバル 

（教育奨励会主催） 

クラウドファンディング開始 

令和７年 

 １月２７日（月） 

第８回実行委員会 記念行事確認 

祝賀会について 

 ２月１４日（金） 第９回実行委員会 記念式典のリハーサル 

祝賀会流れ・分担の最終打合せ 

 ２月２０日（木） 

２月２１日（金） 

１２０周年記念行事 生活科・総合の発表会 

記念式典、祝う式、祝賀会 

 ４月１１日（金） 創立１２０周年記念式 お祝いムービー視聴 

 ６月 ９日（月） 第１０回実行委員会 事業報告（確認） 

会計報告（確認） 

実行委員解任 

 ６月２４日（火） 学校運営協議会 

（委員長による監査） 

事業報告 

会計報告 
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２ 記念事業について（事業報告） 

（１）創立記念式 

202４年４月１１日（金） 

全校児童が参加（TV 放送） 

・校長先生より 

・本町小学校の歴史のスライド視聴 

・本町小学校の歌 

・児童による１２０周年イヤーの開幕宣言 

 

 

 

 

 

 

（２）創立１２０周年記念写真 

202４年５月３０日（木） 校庭 

全校児童が参加 

・人文字を全校児童で作り、セスナ機で撮影。 

・学年集合写真を校庭で撮影。 

・そのほか、学区広域の写真も セスナ機で撮影。 

・撮影した航空写真は、クリアファイルとして全校配付。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）本町フェスティバル 

２０２４年 11 月 30 日（土） 

・教育奨励会・１２０周年実行委員会主催。 

・近隣の商店や企業などから寄付を募り、運営。 

・PTA をはじめ地域の方々が出店。 

・卒業生によるバスケットボールの体験ブース、地域の

建設組合の方による高所作業車試乗ブースも設置。 

・総合の取り組みを発表する学級も複数あった。 
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（４）NEW 本町 120 パーティー 

（１日目） 

●生活・総合発表 

2025 年 2 月２０日（木） 

全校児童が参加 

・オープニングセレモニーで開会宣言（和太鼓演奏） 

・各学級の取組発表の時間帯は、保護者の方・地域の方

がとても多く来校し、子どもたちの様子を参観された。

子どもたちは１年間の成果を発表しようと頑張った。ま

た、子どもたちも自分が見学に行きたいクラスに出かけ

楽しむなど、学校中が盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

（２日目） 

●120 周年記念式典 

2025 年 2 月２１日（金）9 時 30 分から 

全校児童が参加 

・横浜市教育委員会、中区長、学校運営協議会の委員長

からお話。厳かな空気の中で、子どもたちは集中して

耳を傾けていた。また、実行委員会より記念品が子ど

もたちに贈呈された。 

 

●120 周年を祝う会 

2025 年 2 月２１日（金）１０時 30 分から 

全校児童が参加全児童 

・お祝いケーキセレモニー 

・６年生が制作したお祝い動画の披露 

・卒業生の絵本作家藤島様からの記念画の贈呈 

・卒業生のミュージシャン奈良様とコラボ演奏、合唱 

本町小学校の児童全員が一つになって１２０周年をお祝

いすることができた。 

 

 

●120 周年祝賀会 

2025 年 2 月２１日（金）18 時 30 分から 

歴代校長、歴代教職員。卒業生、実行委員、教職員、近

隣学校関係者が出席（１２７名） 

・歴代校長代表   小澤好一様よりお祝いの言葉 

・歴代教職員代表 宮本哲男様よりお祝いの言葉 

・卒業生代表    河本泰繁様よりお祝いの言葉 
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（５）記念品 

●バンダナ 

・アートクラブの有志の児童を中心に、バンダナデザイン

を考案。 

・全校児童の投票により、２種類の中から、バンダナデザ

イン決定。 

・２０００枚（個包装）作成。 

・地域協賛 

（野毛地区振興事業協同組合 野毛街づくり会） 

・全校児童、式典出席者、招待者に配付。 

 

●クリアファイル 

・5 月 30 日航空写真を使用。 

・1000 枚作製。 

・全校児童、式典出席者、招待者、関係諸機関に配付。 

 

 

 

 

 

●記念菓子 

ビスカウト（児童が、缶のイラストをデザイン） 

・児童には PTA から、来賓には周年の予算から購入。 

・７４０缶作成。 

・全校児童に配付。 

 

●エコバッグ 

・地域企業協賛 

（勝烈庵、パリ一、井上漆器店、梅や、天吉、荒井屋） 

・全校児童に配付。 

 

 

（６）１２０周年記念誌 

・児童アンケートの実施結果掲載 

 （好きな学校行事、本町小の自慢など） 

・三世代（親・子・孫）で本町小学校に通っていた家

族にインタビュー（期間限定で動画配信） 

・１２００部作製 

・全校児童、式典出席者、招待者、関係機関に配付 
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（７）教室ロッカー更新支援 「クラウドファンディング活動」 

 

①実施概要 

・実施期間：2024 年 11 月 30 日〜2025 年 2月 10 日 

・目的：創立 120 周年という伝統と、常に最先端な教育を実践してきた功績を、今の、そして将来の子ど

もにも伝え、40 年前に当時新しい発想、先端をいく教育実践として取り入れられた「オープンスペース

教育」をこれからも可能にし、さらなる進化を目指す。そのために必要な、オープンスペース教室に対

応した可動式ロッカーの購入を目指した。 

・目標金額：1,200,000 円 

・最終寄付金額：3,682,312 円 

・寄付者数：141 名（のべ人数） 

 

 

②実施の背景と目的 

1984 年に、当時新しい発想、先端をいく教育実践として取り入れられた「オープンスペース教育」と、

その教育を推進するために導入されたオープンスペース教室用の特注ロッカーが老朽化し、教育環境や児

童の安全面からも刷新が必要となった。本クラウドファンディングは、そうした環境整備のために、地域・

保護者・卒業生などの協力のもと進められた。 

 

 

③広報活動 

・本町フェスティバル（2024 年 11 月 30 日）での案内 

・地域店舗・施設へのポスター掲示、チラシ配布 

・授業参観で保護者に配布 

・タウンニュース（2025 年 1月 1 日 中区・西区・南区版）掲載 

・SNS、保護者向け連絡網等でのオンライン発信 

・地域協力者からの応援メッセージ 

・祝賀会にて、最終寄付金額の報告 

 

 

④活動成果 

・クラファンサイトからの寄付：3,326,976 円 

・寄付サイト経由：43,336 円 

・現金    ：262,000 円 

・現金追加分 ： 50,000 円 

・合計寄付額：3,682,312 円 

（使用可能予算：3,248,802 円  ※クラファンサイト利用の手数料や必要経費を除いた額） 

・購入予定ロッカー数：12 台 

・クラウドファンディング終了後に順次、お礼メール・返礼品（記念誌 PDF、印刷物）送付 
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⑤今後の予定 

・ロッカー購入および設置後、希望者への寄付者名掲示 

・購入後の報告を Web や配布物等で行う予定 

・2025 年 8 月を目処に納品予定で、細部調整中 

 

 

 

    

 

 

 

 

     老朽化している古いロッカー     

                                           

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入した新しいロッカー 
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事業監査について 
会計および事業について報告を行い監査を受け、適正に執行されていることが確認され

ました。 
 
 

実行委員会の解散 
令和７年６月９日（月）の実行委員会をもって、１２０周年記念事業実行委員会は解散

いたしました。 


